
平成２０年度 第４回 平塚市介護保険運営協議会 議事録 

                    平成21年2月6日(金) 13:30～15:00 

                     南附属庁舎（２階） Ｄ会議室 

出席者（出席委員） 

  荒井会長 南里副会長 海老沢委員 肥沼委員 水島委員 石田委員  

伊藤委員 内田委員 鈴村委員 添田委員 越光委員 上原委員 船水委員 

 （１３名出席 欠席 小宮委員 板橋委員） 

   （事務局） 

  山本部長 内藤介護保険課長 二宮課長代理 石川課長代理 石塚主管 

五島主査 大木主任 大関主事 

 

Ⅰ 開会 

 議事に入る前の報告事項 

  過半数の委員が出席しており平塚市介護保険運営協議会規則第３条第２項により 

 会議は成立。 

  また、会議の傍聴者は２人。 

 

Ⅱ 議事 

 議案１ 第４期介護保険事業計画期間における介護サービス量等の見込みについて 

  当日配布資料に基づいて事務局説明。 

 

  《質問・意見》 

   一部改正とあるが、何をどのように変えるのか。金額の改正と保険料段階が7

段階から9段階になるということか。 

  <事務局> 

   保険料率の改正と保険料の金額の改正となる。 

 

  《質問・意見》 

   （介護保険の財源で）1号被保険者の保険料は、全体の何パーセントで計算さ

れているのか。 

  <事務局> 

   20パーセントで計算。 



 

 

  《質問・意見》 

   （保険料段階が）今まで7段階だったものが、9段階になるということだが、分

けるところはどこか。 

  <事務局> 

   分けるところは、今までの4段階が新しく4段階、5段階となり、5段階のところ

が6段階、7段階となる。 

 

Ⅲ その他 

 報告１  平成21年度介護報酬改定の概要について 

資料１に基づいて事務局説明。 

   

  《質問・意見》 

   （介護報酬改定率が）3パーセント改定ということで、末端の介護従事者の給与

等にどれだけ反映されるものなのか、また、後から調査等はするのか。 

<事務局> 

 国の方で3パーセント上げたから、それが即給与に反映されるかどうか、また、

市町村でどれだけ反映されたかを調査するのは難しい。それは、国の社会保障審

議会等で議論され、一年以上経過した後、調査が行われてくるものであると思わ

れる。 

 

《質問・意見》 

資料には、例えば平塚市の該当する乙地を見ると、（上乗せ割合が）５パーセン

トとあるが、通所介護や介護老人福祉施設で、人件費は大体6から7割ぐらいで、

現在は7割前後であると思われる。この資料（45パーセント）が人件費割合のベー

スであると思われると困る。 

それと、確かに報酬単価は上がるが、それに伴うコストアップの面が論議され

ていない。例えば、施設での夜勤に関しても、看護師を1人増やすと、加算される

が、看護師１人あたり約500万円の施設側の負担増となり、なかなか増員出来る体

制になっていないのが現状ではないか。 

《質問・意見》 



資料には、「3級ヘルパーについて、原則として21年3月末で評価を廃止」とあり、

また、他の頁では、「介護従事者の離職率が高く、人材確保が困難」とも書いてあ

る。3級ヘルパーの資格を持っている人材を教育・指導していくような体制は取れ

ないものかと思うがいかがか。 

 

<事務局> 

3級ヘルパーについては、以前から議論されているが、国の構想では、介護福

祉士を増やしていくという方向であったが、介護福祉士は国家資格ということも

あり、なかなか難しいということがあった。現に3級ヘルパーの資格を持ってい

る方は、一定の期間をおいてキャリアアップしていただきたいと考えられている。

実際には、今訪問介護に従事されている方では、1級ヘルパー、2級ヘルパーが多

いと聞く。 

 

《質問・意見》 

人材確保についてはいかがか。 

<事務局> 

人材確保については、一市町村でやっていくのは厳しい。募集してもなかなか

応募がないというのは、承知しているが、県としても、キャリアアップについて

は考えていくが、人材の確保までを組織的にやるのは難しいと考えているようで、

行政としては、介護の職場を魅力あるものであると感じていただけるようにやっ

ていかなくてはいけないと考える。 

 

《質問・意見》 

施設関係では、介護に携わる人の50パーセント以上が介護福祉士なら単価を上

げるということなので、資格のない人、ヘルパー1級、2級まして3級を持っている

人を排除していかないと単価は上がらない。ですから、国の考えとは反対方向に

進んでいるように感じる。介護福祉士を50パーセント以上置けば単価が上がると

なると、介護施設の人材の囲い込みが進んで、ますます一般の人達を外していく

という流れになると思われる。 

《質問・意見》 

介護の人材は、誰でもいいというわけではない。技術を持ち、人的サービスを

出来る人は少ない。 



《質問・意見》 

介護のヘルパーが少ないという声がある一方、介護の講習会を開くと、定員オ

ーバーで受講できない人もいると聞く。そういった人の掘り起こしも絶えずして

いかなくてはいけないのではと思う。 

《質問・意見》 

介護の職場は、汚い、臭いといったイメージがある。今現在施設では、そうし

たことはないが、イメージアップについて、行政が応援していただけると徐々に

戻ってくるのではないかと思う。 

《質問・意見》 

（介護報酬）改定率3パーセントの内訳が在宅分1.7パーセント、施設分1.3パー

セントとなっているが、これはどういった根拠があるのか。 

<事務局> 

これは、国の社会保障審議会で議論され決まってくるものなので、根拠といっ

てもなかなか難しい。平成12年度に介護保険制度が始まり、その後3年ごとに2回

見直しをした。その時には、マイナス改定であり、今までのマイナス分を見ると3

パーセントを上回ってしまうと思うが、国はまず2万円上げるということを設定し

て、それぞれのサービスについて、上がるものもあれば、下がるものもあり、今

回全体として、3パーセントのプラス改定となった。実際には、どれだけ反映され

るのか分からないが、それについては国として注視していく。市としても、さま

ざまな団体があるので、その中で話しを伺っていきたいと考えている。 

 

 報告２  認定方法の見直しについて 

資料２に基づいて事務局説明。 

 

《質問・意見》 

   要介護5の人が、状態が良くなったので、区分変更申請をして、要支援２とな

った事例があった。要支援となってしまうと、施設入所が出来なくなってしまう。

施設に入所している人には、次の施設等が決まるまで、暫定的に要介護１と認定

出来ないものか。 

<事務局> 

   現行の審査では、現在その方が受けているサービス等は考慮出来ないことにな

っている。 



 

《質問・意見》 

   介護度5だと、寝たきりの方が多いと思うが、そういう方は、身体障害者の取

扱いがあると聞いたが。 

<事務局> 

   身体障害者の認定を受けるには、身体障害者の認定申請をしていただくことに

なる。身体障害者の認定と介護の認定はまったく別のものであると考えていただ

きたい。 

 

事務局から口頭での報告 

  ・パブリックコメントの結果について報告 

  ・地域密着型サービス事業所の市外指定について報告 

 

《質問・意見》 

   グループホームの設備について、耐震性等を含め、行政の指導というのはどの

ようになっているのか。また、土屋に介護の施設が建設されたと聞いたが。 

<事務局> 

   グループホームの建物については、建築基準法等、建築関係の法律に則り確認

している。事業所の設備に関しては、指定基準の中に設備基準があるので、そち

らを満たしているか確認している。 

   土屋の施設については、広告に問題があり、県が、市民の方へ注意を促してい

る。この施設に関しては、介護保険のどの施設にも当てはまらないような施設で、

所謂一般のアパート、マンションと同じで、入居募集を高齢者向けにしたという

形になる。広告に関して再三注意をされたにも関わらず、その後も広告を出して

いたということで、昨年暮れに県が記者発表し、市としても注意をしている。 

  次回の運営協議会の開催は、3月下旬を予定している。 

 

Ⅳ 閉会 

 


